
株式会社岡本技研 ESGステークホルダーコミュニケーションシート

■会社概要 社名：株式会社岡本技研
本社所在地：大阪府堺市南区桧尾3916番地
創業：1980(昭和55)年8月

資本金：4,000万円
事業内容：非鉄金属の精密部品加工・治具製作CNC旋盤・MC・複合加工レーザーマーカー印刷

ESG
基本方針

当社は、持続可能な社会の実現に向け、環境、社会、ガバナンス（ESG）の各側面で責任ある行動を推進します。
環境保護、社会的責任の履行、透明性のあるガバナンスを通じて、ステークホルダーの信頼を得るとともに、企業価値の向上を図ります。
またESG委員会を中心に、マテリアリティやKPIに基づく管理・改善を進め、ESG経営の推進を実現します。

Environment

環境方針：
当社は地球環境の保護を最優先課題とし、持続可能な未来の実現に貢献します。
資源の効率的利用と環境負荷の低減を通じて、自然との共生を目指します

特定化学物質の徹底管理
ジクロロメタン等、特定化学物質の徹底管理を行い、環境への影響を最小限に抑えます。
資源の効率的利用
水使用量・電気使用量・燃料使用量を定期的に監視し、効率的な資源利用を推進します。
GHG排出量の削減
GHG排出量の管理を強化し、持続可能なエネルギー利用を促進します。

Human rights

人権方針：
当社は、人権の尊重を企業活動の基盤とし、すべての従業員に対して公平で安全な労働環境を
提供します。多様性を尊重し、包摂的な文化を育みます。

労働条件の遵守
外国人労働者を含む全ての従業員の労働条件を守り、公正な労働環境を提供します。
ハラスメント防止
ハラスメントのガイドラインを遵守し、月に1回の教育を通じて、職場の安全と快適さを確保します。
安全衛生の確保
労働安全衛生委員会を通じて、従業員の安全と健康を最優先に考えた職場環境を整備します。

Quality

品質方針：
当社は、品質を企業の生命線と捉え、高品質な製品とサービスを提供します。
顧客満足を最優先に考え、品質向上に向けた不断の努力と革新を続けます。

先端技術の活用
300台以上の加工機や自動化された生産ラインを活用し、高品質な製品を提供します。
顧客満足の追求
顧客のニーズに迅速に対応し、信頼される製品とサービスを提供します。
継続的改善
生産プロセスの継続的な改善を通じて、品質の向上を図ります。

Supplier

サプライヤー・協力会社方針：
当社は、サプライヤーとの協力を通じて、持続可能なサプライチェーンの構築を目指します。
新規および既存のサプライヤーに対してESG基準を設定し、共に成⾧するパートナーシップを
築きます。

ESGアンケートの実施と評価基準の設定
新規サプライヤーに対しては、ESGアンケートを実施し、環境、社会、ガバナンスの各側面での基準を
満たすかを評価します。
既存サプライヤーとの改善活動
既存のサプライヤーに対しても定期的にESGアンケートを実施し、改善が必要な課題を特定します。
当社はサプライヤーと共に改善活動を行い、持続可能なビジネス慣行の実現を目指します。
サプライヤーとのパートナーシップ強化
サプライヤーとの定期的なコミュニケーションを通じて、ESGに関する情報共有とベストプラクティスの導入を促進します。
サプライヤーとの⾧期的なパートナーシップを強化し、共に成⾧する関係を築きます

KPI管理項目

管理内容大項目

ジクロロメタンにおける化学物質管理特定化学物質の管理

電気使用量の把握

CO2排出量の管理 ガソリン使用量の把握

ガス使用量の把握

切削油使用量の把握

水使用量の把握水使用量の管理

生産ロス(不良率の低減)不良率の管理

残業時間の管理

有休取得日数の管理

労働災害件数の管理

労働安全衛生委員会の開催

ハラスメント等相談件数の管理

５Sパトロールの実施

外国人労働者採用時の随時取決め斡旋会社への随時アンケート確認

既存取引先のマネジメント
基本取り決め資料の

回収並びに改善
新規取引先のマネジメント

ESG委員会の開催

ガバナンス体制

代表取締役
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ESG委員⾧：執行役員
・KPI管理項目の管理
・ESG活動の発信・是正活動の推進

労働安全衛生委員⾧：専務執行役員
各種管理範囲：本社工場・和泉工場

品質部門・技術部門・生産管理部門
本社労務部門

相互連携

各種方針一覧

当社ではESG基本方針に対して、環境・人権・品質・サプライヤーそれぞれに方針を設定し、
取組むべき内容を整理・徹底行動に努めております

当社はESG経営を推進を行うにあたり、環境・社会・ガバナンスに対してESG管理項目を設定し、
各担当者を中心にマネジメントを行い、ESG委員会を通じて是正活動を実施しております

当社はESG経営を正しく推進する為にESG委員会の組成と労働安全衛生委員会との相互連携を通じて
透明性あるガバナンス体制を実現しております


